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報告事項 
第8期事業報告



1. チーム成績の概況



島根スサノオマジック（B１所属）を撃破 
クラブ史上初のアーリーカップ２連覇を達成



20勝27敗（西地区4位） 
B１昇格は持ち越す結果に
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主力残留＋新戦力獲得 
B2優勝・B1昇格を“必達目標”に

昨季B２アシスト王＃11石川、 
移籍初年度から得点力でチームを
牽引する＃12木田ら主力が残留。 B1経験がある#13ドブラス 

＃3サンバ（帰化選手）らを新規獲得
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＋



2. 経営成績の概況



コロナの影響を受けたものの外国籍選手との話合いによる 
契約合意解除などの大幅なコストカットにより最低限の損失に
留めることができた。

売上高3億4,579万円(前期比22.4%減、9,988万円減収） 
新型コロナウイルス感染症の影響により・・ 
営業損失1,112万円・経常損失933万円・当期純損失966万円

単位：千円
第6期（税込） 第7期（税込） 第8期（税抜）

売上高 304,028 445,683 345,797
営業利益 442 26,211 △11,120
経常利益 838 26,889 △9,330
当期純利益 510 26,560 △9,660



3. セグメント別売上高の概況



第7期（税込） vs 第8期（税抜） 
主要セグメントは21.1～36.8％減収

4,254万円減収

-21.1%

パートナー事業収入 入場料収入
物販収入

5,491万円減収 937万円減収

-36.8% -30.7%

・第8期から会計処理の変更により税抜での数字となっている 
・新型コロナウイルスの影響により、例年であれば満員に近い来場者数を見込
めるホーム最終戦を含む6試合が中止となったことで入場料、物販収入が減収 
・第7期はプレイオフ進出（ホーム5試合）につきホーム35試合開催



4. ホームゲーム来場者数の概況



B2全体（18チーム）観客動員数は第4位 
観客動員数44,616人(1試合平均1,859人)

（名） シーズン別動員者数の推移
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5. 財政状態及び 
 キャッシュフローの概況



B.LEAGUEに移行して4期目で 
初となる単年度での赤字

2020年6月末日時点の現金資産  
約1億9,679万円

会社の自己資本金額は1,903万円



6. 第９期の展望と戦略



チーム 
B2優勝・B1昇格を必達目標に
フロント 
売上高3億900万円 
観客動員数51,000名（1試合平均1,700名） 
黒字化を必達目標に

シーズンスローガン 
超えるバイ



チームと共に 
フロントも順調な滑り出し

2020年9月15日時点 
パートナー事業収入 
・1億3,500万円の計画値に対して約74%の進捗率 

入場料・FC収入 
・FC収入は計画値に対して約65％の進捗率 
・プレシーズンゲーム来場者へFC入会の訴求 
（FC会員は観戦無料、非会員は一律1,000円）



①クラウドファンディング実施済（703万円達成） 
②ソーシャルディスタンス席に有料グッズ販売決定 
③駐車場予約アプリakippa導入決定（9/22から利用開始）
①

② ③



その他



9/22（火祝）熊本県立総合体育館 
プレシーズンゲーム開催決定



2020-21シーズンホーム開幕戦 
10/10（土）、11（日）熊本県立総合体育館


